
4 月 1 日付で東徳島医療センターから異動し、看護部長として着

任いたしました髙須賀久美子と申します。私は、看護師のスタートが

愛媛病院（現 愛媛医療センター）で、多くの患者さんや先輩の看護

師の方々から学ばせていただきました。看護師として、副看護部長と

して、また看護部長として愛媛医療センターで三回目の勤務ができる

ことを、大変うれしく思っております。 

 地域の皆さまに愛される愛媛医療センターとして、地域の医療機関との連携を大切に

し、「患者さんひとり一人がその人らしく大切にされていると実感できる」看護を目指

し、看護部としての役割を果たしていきたいと考えております。ご指導・ご鞭撻のほど

よろしくお願い申し上げます。 
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医師の異動に伴い、平成 30 年 4 月より外来診療担当に変更があります。その他、学

会出張等により、休診となることがありますので、ホームページを確認していただくか、

医事窓口（089-990-1817）へお問い合せ下さい。 

診療科 曜日 時間帯 変更前 変更後 備考 

循環器内科 火曜 午前 横本 祐希 鈴木 萌子 （非常勤） 

呼吸器内科 木曜 午前 大西 史恵 仙波 真由子  

神経内科 火曜 午前 白岡 朗 尾原 麻耶  

 

呼吸器内科 医師 仙波
せ ん ば
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神経内科 医師 尾原
お は ら

 麻耶
ま や

 

 本年4月より当院に赴任しました尾原麻耶と申します。平成15年に

愛媛大学を卒業し、愛媛大学附属病院、松山赤十字病院、呉医療セン

ター、九州大学附属病院、福岡東医療センターなどで神経内科全般の

診療に従事してきました。 

 神経内科は脳や神経の病気を内科的専門知識と技術をもって診療する科ですが、いま

だに心療内科や精神科と混同されることが多くあります。特に四国は他の地域に比べて

もまだまだ神経内科医が少なく、脳神経外科ほど広くは知られていないのが現状です。

当院も少人数体制であり、ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、がんばって診

療してまいりますので、どうぞよろしくお願い致します。 

平成 30 年度より、愛媛医療センター呼吸器内科着任となりました 

仙波真由子と申します。平成 21 年に愛媛大学医学部を卒業し、同附

属病院での 2 年間の研修ののち呼吸器内科医師として県内の病院で

働かせていただいておりました。 

呼吸器内科医が取り扱う疾患としては、肺炎、COPD、気管支喘息などの common 

disease から、肺癌、間質性肺炎、結核などの専門的疾患まで多岐にわたります。その

多くが高齢化などの影響もあり近年増加傾向にある一方で、県内の呼吸器内科医師の不

足により、患者さまの負担なく、地元での治療を行うことが難しくなっているのも事実

です。そのような現状も踏まえ、地域の呼吸器疾患の診療に少しでも貢献できるよう、

日々努力して参ります。何卒よろしくお願いいたします。 

 

日 時：平成 30 年 5 月 24 日（木）18：00～19：00（受付 17：30 から） 

場 所：国立病院機構 愛媛医療センター ２階カンファレンス室 

テ ー マ：結核を知ろう！ 

結核は薬で治る病気となり、日本の結核患者は年々減少していますが、現在で

も高齢者を中心に年間約 2 万人弱が新たに結核と診断されています。まず結

核の事を知り、施設内で結核が疑われた時焦らず対応出来るように心の準備を

しませんか。 

講 師：愛媛医療センター 金子 幸代 感染管理認定看護師（感染対策係長） 

申込締切：平成 30 年 5 月 21 日（月）17：00 

詳細・申込み方法はホームページを確認いただき、参加希望の方は、事前に申し込み

をお願いします。質問がある方は、申込時にお知らせ下さい。 

6 月に皮膚・排泄ケア認定看護師、7 月に医療安全について、9 月に感染管理認定看護

師（2 回目）についての研修会も計画中です。詳細が決まりましたら、地域医療連携室だ

よりやホームページにてお知らせしますので、お気軽にご参加下さい。 

看護部長 髙
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はじめまして。本年 4 月より転勤してきました副看護部長の橘緑

里と申します。異動で岡山医療センター、岩国医療センターを経て、

5 年ぶりに愛媛に戻ってきました。私は松山市出身であり、看護学

生の時には愛媛医療センターで実習（重心病棟）させていただきま

した。あの頃から建物は新しくなりましたが、温かな雰囲気は変わ

っていませんでした。これから働くことをうれしく思います。 

看護師は五感を使って患者さんの思いや症状の観察を行い、看護ケアにつなげてこと

が大事です。患者さんが安心して治療が受けられるように、看護師の育成をしていきた

いと思います。一人ひとりの患者さんを大切にし、満足していただける看護を行うよう、

これからも職員一同で力を合わせていきます。よろしくお願いいたします。 

副看護部長 橘
たちばな
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